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臨床工学技士とは

 医師とともに診療に従事する看護師や各種の医療技術者の
ことをメディカルスタッフと呼んでいます。

 臨床工学技士は現在の医療に不可欠な医療機器のスペシャ
リストです。医療機器の安全確保と維持の担い手です。

 臨床工学技士の制度が出来たのは比較的新しく、1987年に
制定されました。



臨床工学技士のお仕事

 臨床工学技士は医療機器の専門職です。病院内で、医師・
看護師や各種の医療技術者とチームを組んで生命維持装置
の操作などを担当しています。

 医療機器が何時でも安心して使用できるように保守・点検
を行っており、安全性確保と有効性維持に貢献しています。

 医療機器が安全に使用できるように院内で勉強会を開催し
ています。



ペースメーカーとは？

ペースメーカとは、心臓を電気刺激して脈拍を補助するため
の植込み型医療機器です。

その電気刺激を心臓に伝えるのがリードと呼ばれる細い導線
です。

心臓の動きを常に監視し、脈拍が遅くなった場合には電気刺
激を送り、心臓を収縮させることで脈拍を増やします。

電池で動いていますので１０年前後で交換する必要がありま
す。



ペースメーカは

 ペースメーカ植込み患者さんは日本に25万人と推定されています。

岩手県では年間約400名の方がペースメーカの植え込みを受け、
3000名近くの方がペースメーカとともに生活されています。

現在のペースメーカにおいては植込み後も通常の生活が可能ですが、
電磁干渉に注意が必要です

手術が必要、感染の危険、一生付き合わなければならないというデメ
リットがあります。



1932年 最初の人工ペースメーカ（体外式）

胸壁穿刺による直接電気刺激

1952年 胸壁からの心臓ペーシング

1958年 心内膜リードと体外式ペースメーカによる

心臓ペーシング

1958年 最初の植込み型ペースメーカ（充電式）

ペースメーカの歴史



Albert Hyman の “人工ペースメーカ”



John Hopps の “人工ペースメーカ”



Paul Zoll の “体外式 tabletop ペースメーカ”
（胸壁ペーシング）



1932年 最初の人工ペースメーカ（体外式）

胸壁穿刺による直接電気刺激

1952年 胸壁からの心臓ペーシング

1958年 心内膜リードと体外式ペースメーカによる

心臓ペーシング

1958年 最初の植込み型ペースメーカ（充電式）

ペースメーカの歴史



体外式ペースメーカ＋ 心内膜リード



1932年 最初の人工ペースメーカ（体外式）

胸壁穿刺による直接電気刺激

1952年 胸壁からの心臓ペーシング

1958年 心内膜リードと体外式ペースメーカに

よる心臓ペーシング

1958年 最初の植込み型ペースメーカ（充電式）

一回の充電で電池寿命15～20分

ペースメーカの歴史



世界初の植込み型ペースメーカ



1963年 最初のプログラマブル･ペースメーカ

水銀電池を使用したペースメーカー

（電池寿命２年）

1963年 植込み型ペースメーカと心内膜リード

による心臓ペーシング

1963年 日本最初の植込み型ペースメーカ

1964年 最初のデマンド型ペースメーカ

1974年 リチウム電池を使用したペースメーカ

（電池寿命 5～8年）

ペースメーカの歴史（2）





・心臓ペースメーカ

・リードレスペースメーカ

徐脈性不整脈

植込み型心臓電気デバイスの種類

脈が遅くなってしまい眩暈や失神などの症状がある方に使用します。
10年程度で本体を交換する必要があります。



リードレス ペースメーカ
Transcatheter Pacing System (TPS)

2017年9月から 植込み開始



・植込み型除細動器

・皮下植込み型除細動器

・両心室ペーシング機能付き植込み型除細動器

致死性不整脈

植込み型心臓電気デバイスの種類

脈が速くなってしまいそのまま経過すると突然死の可能性がある方に
使用します。
6年程度で本体を交換する必要があります。



・両心室ペースメーカ

・両心室ペーシング機能付き植込み型除細動器

重症心不全治療

植込み型心臓電気デバイスの種類

心臓の機能が低下してしまい、全身に十分な血液を送り出せなくなっ
てしまった方に使用します。
6年程度で本体を交換する必要があります。



・植込み型心電計

不整脈の診断の為に使用します。
心電図を記録する機能しかありません。
目的の不整脈が記録されるか、3年程度で電池が無くなり摘出します。

植込み型心臓電気デバイスの種類

不整脈の診断



ペースメーカーの構成

本体

リード アナライザ プログラマ

関連装置類等

ペースメーカ手帳



ペースメーカ手帳

• 使用しているペースメーカ等の情報や連絡先が記載されてお
り、定期的な検診（フォローアップ）の際には持参してくだ
さい。

• ・外出や旅行の際は必ずこの手帳を携帯すること

• ・診療科に関わらず、受診の際は必ずこの手帳を医師に提示
すること

• ・金属探知機などでは、検査前に係員に手帳を見せること



植込み手術

 ペースメーカーの本体を収納するため、鎖骨下部分
の皮膚の下にペースメーカー本体を収めるためのポ
ケットを作ります。

 心臓に血液が戻る静脈を使って、リード線を挿入し
ます。

 リードの先端を心臓内に固定し、ペースメーカーと
リード線を接続して、本体をポケットに収めて手術
は終了です。

 手術時間はおよそ1～1.5時間です。



植込み手術の入院期間

 中央病院では1週間です

 退院までの間は、発熱、出血、またはリード線の移動などが
ないかを観察します。採血、胸部レントゲン撮影を行ない、
心電図モニターにより心臓の活動状態を確認します。

 手術を行った日から1週間後にペースメーカーの点検を行い
問題が無ければ退院となります。



定期検査

 退院した後も健康に過ごすために、担当医師の指示を守っ
て定期的に検査を受診してください。

 ペースメーカーは電池で動いています。電池の減り具合に
ついて定期的に調べる必要がありません。

 患者さんの状態に応じてペースメーカーの設定を変更した
り、リード線の状態を確認しなければなりません。

 医療機関によって検査の間隔は異なりますが、通常は3ヶ
月～1年に1回行います。



電池が少なくなってきたら

 検査期間を短めにして電池を使いきれるようにします。

 リード線は問題なければ使用し続けます。

 ペースメーカー本体のみを取り出し新しい物と交換す
る手術となります。

 交換の場合では一泊二日または二泊三日と入院期間は
短くなります。



日常生活の中にある様々な影響



電磁干渉にご注意

 現在の生活は電気機器によって支えられています。

 心臓が作り出す電気は電源コンセント(100V)の

1万分の1(0.01V＝10mV)程度と非常に小さいです。

 ペースメーカーは小さい電気を見分けて動いているデリケー
トな医療機器です。

 体の外から電気・電磁場が入ってくるとペースメーカーは心
臓が動いていると勘違いをしてお休みしてしまいます。



電磁干渉のポイント

 注意すべき点

体に電気を流すこと・流れてしまうこと

磁石

モーター

電磁波 (電気製品、電力設備から発生)

 環境の違い

一般生活内での影響 → 使用機器の制限

職場環境内での影響 → 職場環境の変更など

病院で使用する機器からの影響 → 使用機器の制限
29
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盗難防止装置

35



電子タグ機器
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携帯電話（スマートフォン）

 植込み部位から15cm以上はなして
下さい。

 通話をするときは植込み部位と反
対側の耳に当てる。

 胸ポケットに入れない。

 普通に使い方では特に問題ありま
せん。
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22cm
↓

15cm
H25年1月24日改正



健康器具

38

体に電気を流す機械・場所は
ペースメーカーの誤作動の
原因となります

http://www.healthcare.omron.co.jp/product/basic/207
http://www.healthcare.omron.co.jp/product/basic/207


遊戯

全自動麻雀卓は強力な電磁石が使われているために影響が
出ます。

パチンコは一部機種ではハンドルから微弱な電流を出して
いるそうです。
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全自動麻雀卓 パチンコ



磁石の影響

磁石または磁石を利用したもの

（マグネットクリップ、マグネット式キー 等）

植込み部位の上にあてない、胸ポケットに入れない

磁気治療器

（貼付用磁気治療器、磁気ネックレス 等）

植込み部位の上に貼らない、近づけない



電気毛布、電気敷布の影響は？

通常使用する分には問題ありません。

しかし、頻繁に電源のスイッチを入れたり切った
りしないでください。

使用している電気毛布にもし漏電があった場合に
は、デバイス作動に影響する可能性があります。

暖めておいて、就寝前に電源を切ってもらうのが
最も安全と患者さんにはお伝えしています。
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病院で使用する機械の影響

42必ずペースメーカを申告してください。



何か異常感じたら

今いる場所から離れてください

影響を受けていたとしても離れ
れば必ず元に戻ります



僕たちが皆さんの健康を支えます



ご清聴ありがとうございました


